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(57)【要約】
【課題】吊り掛け部品及び信号線に束縛されずに、使用
者がディジタルミュージックポータブルプレーヤの音声
信号を聴くことができる外掛け型無線イヤフォンを提供
する。
【解決手段】外掛け型無線イヤフォンは、二つのスピー
カ座５２、５３及び吊り掛けバンド５１を備える。二つ
のスピーカ座５２、５３は、それぞれ吊り掛けバンド５
１の一端に取り付けられ、吊り掛けバンド５１が使用者
の頭部に装着されると、二つのスピーカ座５２、５３は
使用者の耳位置に位置が定められる。スピーカ座５２に
は収納空間５４及び定位エレメント５５が設けられる。
収納空間５４は任意の仕様のディジタルミュージックポ
ータブルプレーヤ６０を設置するために用いられ、定位
エレメント５５はディジタルミュージックポータブルプ
レーヤ６０を収納空間５４内に堅固に固定することに用
いられる。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　吊り掛けバンドと、
　それぞれ可動または固定に前記吊り掛けバンドの一端に取り付けられる二つのスピーカ
座であって、前記吊り掛けバンドが使用者の頭部に装着されると、前記スピーカ座は使用
者の耳位置に位置が定められ、各前記スピーカ座内にはそれぞれ一つのスピーカが設置さ
れ、かつその中の一つの前記スピーカ座には収納空間及び定位エレメントが設けられ、前
記収納空間はディジタルミュージックポータブルプレーヤを設置することに用いられ、前
記定位エレメントは前記ディジタルミュージックポータブルプレーヤを前記収納空間に堅
固に固定することに用いられ、前記収納空間の周縁にはイヤフォンプラグが設けられ、前
記イヤフォンプラグは方向と位置とを調整可能であり前記ディジタルミュージックポータ
ブルプレーヤのイヤフォンジャック中への挿入に用いられ、かつ前記イヤフォンプラグは
それぞれ信号線により各前記スピーカ座内の前記スピーカに接続される前記スピーカー座
と、
を備えることを特徴とする外掛け型無線イヤフォン。
【請求項２】
　前記収納空間は収納溝であり、前記収納溝の大きさは異なる仕様の前記ディジタルミュ
ージックポータブルプレーヤの設置に用いられることを特徴とする請求項１に記載の外掛
け型無線イヤフォン。
【請求項３】
　前記定位エレメントは弾性を備えたバンドであって、前記バンドは前記収納空間に対応
する位置に取り付けられ、前記ディジタルミュージックポータブルプレーヤが前記収納空
間に取り付けられると、前記バンドの中央部分は前記ディジタルミュージックポータブル
プレーヤの外側に貼り当てられることを特徴とする請求項１または２に記載の外掛け型無
線イヤフォン。
【請求項４】
　前記収納空間の内縁底側には第１溝が設けられ、前記イヤフォンプラグは前記第１溝の
中に取り付けられ、前記イヤフォンプラグは自由に回転して角度または方向を調整可能で
あり、かつ前記第１溝に沿って移動可能であることを特徴とする請求項３に記載の外掛け
型無線イヤフォン。
【請求項５】
　前記定位エレメントは定位取り付け具であって、前記定位取り付け具は移動可能に前記
スピーカ座の前記収納空間に対応する位置に取り付けられ、前記ディジタルミュージック
ポータブルプレーヤが前記収納空間に取り付けられると、前記ディジタルミュージックポ
ータブルプレーヤの外側を挟みかつ当て付けることを特徴とする請求項３に記載の外掛け
型無線イヤフォン。
【請求項６】
　前記定位取り付け具にはリリースボタンが設けられ、前記リリースボタンは前記定位取
り付け具が前記ディジタルミュージックポータブルプレーヤを挟む状態を解除するために
用いられることを特徴とする請求項５に記載の外掛け型無線イヤフォン。
【請求項７】
　前記収納空間の底縁には支え台が設けられ、前記支え台は、前記ディジタルミュージッ
クポータブルプレーヤが前記収納空間に取り付けられると前記ディジタルミュージックポ
ータブルプレーヤの底部を支えるのに用いられることを特徴とする請求項３に記載の外掛
け型無線イヤフォン。
【請求項８】
　前記支え台には第２溝が設けられ、前記イヤフォンプラグは移動可能に前記第２溝の中
に収納され、前記イヤフォンプラグは自由に移動して角度、方向及び位置を調整可能であ
ることを特徴とする請求項７に記載の外掛け型無線イヤフォン。
【考案の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本考案はイヤフォンに関するもので、特にディジタルミュージックポータブルプレーヤ
の外掛け型無線イヤフォンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ここ数年来、ディジタルミュージックポータブルプレーヤの市場は急速に拡大し、アッ
プル（登録商標）とソニー（登録商標）等国際有名メーカ及びその他無数のメーカはこの
勢い盛んに発展する市場を勝ち取るため、ともに各タイプの新製品を送り出し、並びに新
しい音楽管理ソフトと組み合わせ、市場での正面交戦状況に於いて使用者の注意を獲得し
、市場の上位を取得するよう希望する。アップル（登録商標）を例とすると、その「ｉＰ
ＯＤ　Ｎａｎｏ（登録商標）」と名付けられて送り出された新型のディジタルミュージッ
クポータブルプレーヤに使用される記憶媒体は、すでに過去のｉＰＯＤ（登録商標）中の
小型ハードディスク（hard disk）からフラッシュメモリ（flush memory）に転換され、
その厚さは僅か６．９ミリで、重量も４２グラムでしかなく、軽薄短小の設計目的を有効
に達成し、それの記憶容量は４ＧＢと２ＧＢの二種に分けられる。
【０００３】
　ソニー（登録商標）はこの市場のシェアを勝ち取るため、一挙に「ウォークマンＡ（登
録商標）」系列五種類の新製品を発表し、その最大のセールスポイントは知恵型選曲機能
であり、シャッフル（shuffle）再生時に自動的に現在再生中の歌手の曲風と同じような
曲を検索し、または特定年代範囲を指定し、曲を検索、再生することができる。その中、
フラッシュメモリを記憶媒体として使用した機種は三種あり、記憶容量はおのおの２ＧＢ
、１ＧＢ及び５１２ＭＢである。
【０００４】
　一般に、フラッシュメモリを使用して記憶媒体としたディジタルミュージックポータブ
ルプレーヤは容量がハードディスク型製品に劣るが、それには体積が小さい、携帯が便利
かつ使用が容易という長所がある。現在、各メーカが送り出したフラッシュメモリを使用
して記憶媒体としたディジタルミュージックポータブルプレーヤの容量は、２５６ＭＢか
ら１ＧＢの間に介在し、それらの販売価格も大幅に下落している。これにより、一般使用
者に対して、このようなフラッシュメモリを使用して記憶媒体としたディジタルミュージ
ックポータブルプレーヤは、価格がすでに一般使用者の負担できる程度に下落しただけで
なく、その容量も多くの使用者のニーズに一致し、それ故にディジタルミュージックポー
タブルプレーヤの市場於いてそのシェアは大幅にハードディスク型製品を超え、市場の主
流製品になることは明らかである。
【０００５】
　ところが、フラッシュメモリ或いは小型ハードディスクを記憶媒体として使用するかど
うかにかかわらず、各製造メーカはディジタルミュージックポータブルプレーヤを出荷し
販売するとき、イヤープラグ型イヤフォンを標準付属品とする。一般的に、イヤープラグ
型イヤフォンは体積が小さく、携帯が便利でかつ音質が明晰である長所を備える。ところ
が、イヤープラグ型イヤフォンは一般的に使用者の耳道の中に入れなければならなく、鼓
膜に接近しているので、長期間使用すると常に耳に不快感または痛みを与える。
【０００６】
　このほか、ボリュームは鼓膜に対して大きな衝撃を与えるので、鼓膜に対して傷害が起
こりやすく、聴力を損なう恐れもある。このことに鑑み、ここ数年来、耳鼻咽喉科医師の
強烈な提言によって、多くの使用者は外掛け型イヤフォン（例えば、全覆い型または耳掛
け型イヤフォン）を使用してディジタルミュージックポータブルプレーヤの再生する音楽
を聴き、耳及び聴力の安全及び健康を維持するようになっている。
【０００７】
　ところが、図１に示すように、使用者１０が外掛け型イヤフォン２０を使用し、ディジ
タルミュージックポータブルプレーヤ３０の再生する音楽を聴く場合、まず吊り掛け部品
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４０によってディジタルミュージックポータブルプレーヤ３０を首１１に吊り掛け、それ
から外掛け型イヤフォン２０の信号線２１の一端のイヤフォンプラグ２２をディジタルミ
ュージックポータブルプレーヤ３０のイヤフォンジャック（図面には示されていない）に
挿入する。このために、使用者１０の体に吊り掛けられた信号線２１及び吊り掛け部品４
０は使用者１０の体の動作に伴って揺れ動き、外物に引っかかりやすく、または体の正常
な動作を妨害し、使用者１０に大きな不便をもたらす。
【０００８】
　そのため、ディジタルミュージックポータブルプレーヤを収納することができる外掛け
型イヤフォンを設計し、並びにその二者を一体に統合し、使用者が完全に吊り掛け部品及
び信号線の束縛のない状況に於いて、直接そのディジタルミュージックポータブルプレー
ヤの制御パネル（panel）を操作し、並びに外掛け型イヤフォンを通じてディジタルミュ
ージックポータブルプレーヤが再生した音声信号を聞くことができるようにすることは、
各ディジタルミュージックポータブルプレーヤ及び外掛け型イヤフォンの製造メーカが急
速に探求及び解決したい重要な課題になっている。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００９】
　本考案の主な目的は、軽易にディジタルミュージックポータブルプレーヤと外掛け型イ
ヤフォンとを一体に統合し、完全に吊り掛け部品及び信号線に束縛されない状況に於いて
、使用者が心ゆくまでディジタルミュージックポータブルプレーヤの再生する音声信号を
聴くことができる外掛け型無線イヤフォンを提供することである。
【００１０】
　従来のディジタルミュージックポータブルプレーヤに外掛け型イヤフォンを組み合わせ
て使用する場合、信号線及び吊り掛け部品が外物に引っかかりやすく、または体の正常な
作動を妨害するという欠点に鑑み、本考案の外掛け型イヤフォンを設計開発した。
　本考案の外掛け型無線イヤフォンによると、任意の仕様のディジタルミュージックポー
タブルプレーヤと一体に組み合わせられ、吊り掛け部品を必要とせず、信号線の束縛を受
けない状況に於いて、使用者にディジタルミュージックポータブルプレーヤが再生する音
声ファイル（file）を楽しむことができる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため、本考案に係る外掛け型無線イヤフォンは、二つのスピーカ座
及び吊り掛けバンドを備える。二つのスピーカ座は、それぞれ吊り掛けバンドの一端に取
り付けられ、吊り掛けバンドが使用者の頭部に装着されると、二つのスピーカ座は使用者
の耳位置に定位され、その中の一つのスピーカ座には収納空間及び定位エレメントが設け
られ、収納空間は任意の仕様のディジタルミュージックポータブルプレーヤ（例えばＭＰ
３）を設置するのに用いられ、定位エレメントはディジタルミュージックポータブルプレ
ーヤを収納空間内に堅固に定位することに用いられる。これにより、使用者は如何なる仕
様のディジタルミュージックポータブルプレーヤをも外掛け型イヤフォンに軽易に統合し
、並びに直接使用者の頭に装着することができ、如何なる吊り掛け部品をも必要とせず、
吊り掛け部品が使用者の首に掛けられて使用者の体動作を束縛し不便を与えるのを有効に
免れることができる。
【００１２】
　さらに、本考案に係る外掛け型無線イヤフォンでは、収納空間の周縁には方向と位置と
を調整することができるイヤフォンプラグが設けられ、イヤフォンプラグはそれぞれ信号
線により二つのスピーカ座内のスピーカに接続される。このように、使用者は任意の仕様
のディジタルミュージックポータブルプレーヤ（例えばＭＰ３）を外掛け型イヤフォンに
統合することができ、並びに直接そのディジタルミュージックポータブルプレーヤの制御
パネルを操作し、ディジタルミュージックポータブルプレーヤに記憶された音声ファイル
を選び出し、かつディジタルミュージックポータブルプレーヤに発生したアナログ音声信
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号を、イヤフォンジャック及びイヤフォンプラグを通じてそれらスピーカからそれぞれ出
力し、対応する音声及び音楽を再生して使用者はそれを聞くことができる。本考案の外掛
け型無線イヤフォンにはディジタルミュージックポータブルプレーヤのイヤフォンジャッ
クに挿入される信号線を他に設けたり増やしたりする必要がないので、使用者の体にかか
って使用者を束縛したり及び不便を感じさせたりするのを有効に避けることができる。
　以下、本考案の実施形態を図面に基づいて説明する。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１３】
　　　（第１実施形態）
　本考案の第１実施形態による外掛け型無線イヤフォンとしてのイヤフォン５０は、図２
に示すように、吊り掛けバンド５１及び二つのスピーカ座５２、５３を備える。各スピー
カ座５２、５３は、それぞれ可動または固定で吊り掛けバンド５１の両端に取り付けられ
る。吊り掛けバンド５１が使用者の頭部に装着されると、それらスピーカ座５２、５３は
、ちょうど使用者の耳位置に位置が定められ、使用者はそれらスピーカ座５２、５３を通
じて発生した音声を聞くことができる。
【００１４】
　それらスピーカ座５２、５３のうち一つのスピーカ座５２内には、収納溝５４及び定位
エレメント５５が設けられ、収納溝５４は、大きさが様々なディジタルミュージックポー
タブルプレーヤ（例えばＭＰ３）６０を設置することに用いられる。定位エレメント５５
は、収納溝５４の周縁に取り付けられ、ディジタルミュージックポータブルプレーヤ６０
が収納溝５４に取り付けられた後、ディジタルミュージックポータブルプレーヤ６０を堅
固に収納溝５４に固定させることができる。
【００１５】
　定位エレメント５５は、弾性を備えたバンドで、その中央部分は収納溝５４の外縁を跨
り、その両端はスピーカ座５２の両対応外側に固定される。このように、ディジタルミュ
ージックポータブルプレーヤ６０が収納溝５４に取り付けられると、定位エレメント５５
の中央個所はディジタルミュージックポータブルプレーヤ６０の外側に貼りつき、ディジ
タルミュージックポータブルプレーヤ６０は堅固に収納溝５４中に固定される。
【００１６】
　ここで特に説明するのは、以上に述べたのは本考案の最適な実施形態だけであり、本考
案が実際に実施される場合はこれに局限されない。およそ他の機構または取り付け具を利
用し、様々な仕様（寸法及び大きさ）のディジタルミュージックポータブルプレーヤ６０
を収納溝５４中に設置し、ディジタルミュージックポータブルプレーヤ６０を堅固に収納
溝５４中に固定させる機構または取り付け具であれは、すべて本考案に称する定位エレメ
ント５５である。
【００１７】
　また、図２及び図３に示すように、収納溝５４の内縁底側には溝５２１が設けられ、溝
５２１の中にはイヤフォンプラグ５７が設けられる。そのイヤフォンプラグ５７は、自由
に回転して角度または方向を調整することができるほか、更に溝５２１に沿って移動し、
寸法及び大きさの異なるディジタルミュージックポータブルプレーヤ６０の異なるイヤフ
ォンジャック（図面には示されていない）の位置に適応することができる。イヤフォンプ
ラグ５７は、スムーズ（smooth）にディジタルミュージックポータブルプレーヤ６０のイ
ヤフォンジャック中に挿入されることができる。
【００１８】
　イヤフォンプラグ５７は、信号線５２２によって二つのスピーカ座５２、５３内のスピ
ーカ５２３、５３３に接続される。こうすれば、使用者は直接ディジタルミュージックポ
ータブルプレーヤ６０の制御パネル６２を操作し、並びにディジタルミュージックポータ
ブルプレーヤ６０のディスプレー６３を監視することができ、ディジタルミュージックポ
ータブルプレーヤ６０中に記憶された音声ファイルに対して選択、再生、前向き走査、後
向き走査、停止等制御動作を行うことができる。
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【００１９】
　ディジタルミュージックポータブルプレーヤ６０に発生した音声信号は、イヤフォンジ
ャック（図面には示されていない）及びイヤフォンプラグ５７を通じてそれぞれそれらス
ピーカ５２３、５３３に出力され、選択された音楽は再生されて使用者はそれを聞くこと
ができる。このように、使用者は如何なる仕様のディジタルミュージックポータブルプレ
ーヤをも軽易に外掛け型無線イヤフォンに統合することができる。そして、直接それを使
用者の頭部に装着するので、如何なる吊り掛け部品も定数外の信号線もまったくない状況
下に於いて、心ゆくまでディジタルミュージックポータブルプレーヤの再生する音声信号
を聴くことができ、使用者の体に吊り掛け部品または信号線が掛けられ、使用者の身体動
作を束縛し不便をもたらすことを有効に免れる。
【００２０】
　ここで特に説明するのは、本考案の実施形態において、溝５２１は収容溝５４の内縁底
側に設置されることに局限されず、実際のニーズによって収容溝５４の内縁両側に設置さ
れてもよい。異なる仕様（寸法及び大きさ）のディジタルミュージックポータブルプレー
ヤ６０が収納溝５４中に設置されて収納溝５４中に固定されると、イヤフォンプラグ５７
の角度及び位置が溝５２１に沿って調整され、異なった寸法及び大きさのディジタルミュ
ージックポータブルプレーヤ６０の異なるイヤフォンジャックの位置に適応することがで
き、スムーズにディジタルミュージックポータブルプレーヤ６０のイヤフォンジャックに
挿入されれば、それはすべて本考案に称する溝である。
【００２１】
　　　（第２実施形態）
　本考案の第２実施形態による外掛け型無線イヤフォンとしてのイヤフォン７０は、図４
に示すように、吊り掛けバンド７１及び二つのスピーカ座７２を備える。その各スピーカ
座７２は、それぞれ可動または固定で吊り掛けバンド７１の両端に取り付けられる。吊り
掛けバンド７１が使用者の頭部に装着されると、その二つのスピーカ座７２はちょうど使
用者の耳位置に位置が定められ、使用者はその二つのスピーカ座７２を通じて発生した音
声を聞くことができる。
【００２２】
　二つのスピーカ座７２のうち一つのスピーカ座７２には、収納空間７４及び定位取り付
け具７５が設けられる。収納空間７４は、異なる仕様のディジタルミュージックポータブ
ルプレーヤ８０を設置することに用いられる。定位取り付け具７５は、移動可能にスピー
カ座７２の収納空間７４に対応する位置に取り付けられる。ディジタルミュージックポー
タブルプレーヤ８０が収納空間７４に取り付けられると、定位取り付け具７５はディジタ
ルミュージックポータブルプレーヤ８０の外側を挟みかつ当て付け、ディジタルミュージ
ックポータブルプレーヤ８０を堅固に収納空間７４に固定することができる。定位取り付
け具７５にはリリースボタン７５１が設けられ、ディジタルミュージックポータブルプレ
ーヤ８０が定位取り付け具７５に挟まれた状態を解除することに用いられる。
【００２３】
　図４に示すように、収容空間７４の底縁には支え平台７６が設けられ、ディジタルミュ
ージックポータブルプレーヤ８０が収納空間７４に取り付けられる場合、それはディジタ
ルミュージックポータブルプレーヤ８０の底部を支える。支え平台７６には溝７２１が設
けられ、溝７２１には移動可能にイヤフォンプラグ７７が設けられる。イヤフォンプラグ
７７は、自由に移動して角度、方向及び位置を調整し、異なる寸法及び大きさのディジタ
ルミュージックポータブルプレーヤ８０の異なるイヤフォンジャック（図面には示されて
いない）の位置に適応することができる。
【００２４】
　イヤフォンプラグ７７がディジタルミュージックポータブルプレーヤ８０のイヤフォン
ジャックに挿入され、ディジタルミュージックポータブルプレーヤ８０が収納空間７４に
取り付けられ、かつそれの底部が支え平台７６に当て付けられると、イヤフォンプラグ７
７はちょうど溝７２１内に収納され、イヤフォンプラグ７７はそれぞれ信号線７２２によ
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って二つのスピーカ座７２内のスピーカ７２３に接続される。このように、使用者は任意
の仕様のディジタルミュージックポータブルプレーヤを軽易に外掛け型イヤフォンに統合
することができる。
【００２５】
　直接使用者の頭に装着し、ディジタルミュージックポータブルプレーヤ８０の制御パネ
ル８２を操作し、かつディジタルミュージックポータブルプレーヤ８０のディスプレー８
３を監視することにより、ディジタルミュージックポータブルプレーヤ８０に記憶された
音声ファイルに対して制御を行い、ディジタルミュージックポータブルプレーヤ８０に発
生した音声信号を、イヤフォンジャック及びイヤフォンプラグ７７を通じてそれぞれ二つ
のスピーカ７２３に出力し、選択した音楽を再生して使用者はそれを聞くことができる。
【００２６】
　このように、使用者は、吊り掛け部品または信号線のない状況に於いて、心ゆくまでデ
ィジタルミュージックポータブルプレーヤの再生する音声信号を聴くことができ、また、
使用者の体に吊り掛け部品または信号線が掛けられ、使用者の身体動作を束縛し不便をも
たらすことを有効に免れる。
　以上に述べたのは本考案の最適な実施形態だけであり、本考案の構成及び特徴はそれに
局限されず、この技術を熟知するものが本考案の領域に於いて、軽易に思い及ぶことがで
きる変化または改修はすべて本案の特許登録請求の範囲に含まれるものとする。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】従来のディジタルミュージックポータブルプレーヤに外掛け型無線イヤフォンを
組合せて使用した状態を示す模式図である。
【図２】本考案の第１実施形態による外掛け型無線イヤフォンを示す斜視図である。
【図３】本考案の第１実施形態による外掛け型無線イヤフォンを示す斜視図である。
【図４】本考案の第２実施形態による外掛け型無線イヤフォンを示す斜視図である。
【符号の説明】
【００２８】
　５０、７０：イヤフォン、５１、７１：吊り掛けバンド、５２、５３、７２：スピーカ
座、５２１、７２１：溝、５２２、７２２：信号線、５２３、５３３、７２３：スピーカ
、５４：収納溝、５５：定位エレメント、５７、７７：イヤフォンプラグ、６０、８０：
ディジタルミュージックポータブルプレーヤ、６２、８２：制御パネル、６３、８３：デ
ィスプレー、７４：収納空間、７５：定位取り付け具、７５１：リリースボタン、７６：
支え平台
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